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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第85号（2011年8月31日）中国のパソコン市場

パソコン消費者としての中国
パソコンは今はもはや一家一台の必須品になってきています。日本のパソコンの人口普及率

は２００４年時点で約５４％でしたが、２０１０年には約８７％に達しました。一方、発展途上国に
おいても、パソコンは今でも月収の２～３倍に相当する高級品で、保有している人はまだまだ少
数ですが、近年、急速に普及し始めています。

その中でも中国のパソコン市場は、特に目覚しい成長を遂げています。２００４年時点では僅
か約４％の人口普及率が、２０１０年には約２３％と５倍以上に増加しています。出荷台数は、５
年前は米国のおよそ半分でしたが、２０１１年にはほぼ米国と同水準に達し、２０１２年には米国
を超えることが予想されています。また、出荷台数だけでなく、出荷金額ベースにおいても２０１
１年の第2四半期には既に米国を超え、まさに中国は世界最大のパソコン市場になってきたと

いえます。

さらに、前述のように中国における人口普及率は未だ２３％程度であるため、今後も持続的に
成長を遂げる市場であることが予想されます。

２０１０年および２０１２年のパソコン出荷台数地域別比率

出所：IDC集計（2011年8月現在、2012年は予想データ）

中国のパソコン出荷台数は年間ベースで２０１２年に米国を超え、
世界一になると予想されています
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（編集後記）２００９年、中国の自動車出荷台数が米国を超えたことに続き、パソコン出荷台数も２０１２年に
米国を超えると予想されており、中国の世界における存在感は、ますます増加しています。様々な情報サ
イトに記載されているように日本株は中国株の影響をかなり受けるようになりましたので、株式投資家とし
ても中国には目が離せません。

（GDP48）

パソコン製造者としての中国

中国は、パソコンにおいて消費市場としてだけでなく、製造市場としても世界の重要な拠点になっ
ています。パソコン市場世界最大手の米国のヒューレット・パッカード（HP）社が、パソコン業務の切
り離しを検討しているとのニュースがある一方、２００４年にIBMのパソコン部門を買収した中国パソ

コン最大手のレノボはこの一年間で利益を倍増させました。
レノボの世界シェアは約９．８％（２０１０年現在）で第４位ですが、中国国内では、３０％以上のシェ

アとなっており、中国のパソコン市場の拡大とともに世界でのシェアも今後更に伸びることが予想さ
れています。

中国と米国の人口の差（中国が約１３億人、米国が約３億人）を考慮しますと当然ではありますが、
巨大な製造市場、消費市場として、中国がその存在感を世界に示すのはまさにこれからといえます。

２０１０年世界パソコンメーカー別シェア

出所：IDC集計、２０１１年８月現在

ランキングメーカー 国名 シェア
1 HP 米国 18.5%
2 Dell 米国 12.5%
3 エイサー 台湾 12.4%
4 Lenovo 中国 9.8%
5 東芝 日本 5.5%
その他 その他 41.3%


